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盧
溝
橋
事
件
・
南
京
事
件
七
十
周
年

『
日
中
十
五
年
戦
争
』
の
パ
ネ
ル
を
展
示

盧
溝
橋
事
件
・
南
京
事
件
七
十

周
年
『
日
中
十
五
年
戦
争
』
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
が
、
八
月
二
十

日
か
ら
二
三
日
、
日
中
大
阪
府
連

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

四
日
間
で
百
五
十
数
名
の
来
場

が
あ
り
、
十
五
年
戦
争
の
パ
ネ
ル

展
示
を
中
心
に
戦
時
品
の
展
示
や

ビ
デ
オ
上
映
を
行
い
ま
し
た
。
ビ

デ
オ
は
新
し
く
発
売
さ
れ
た
十
巻

セ
ッ
ト
で
第
一
巻
の
十
五
年
戦
争

と
沖
縄
戦
を
収
録
し
た
第
十
巻
を

連
日
、
会
場
で
上
映
し
ま
し
た
。

戦
争
展
に
は
多
く
の
、
戦
争
を

知
ら
な
い
青
年
が
来
場
し
ま
し
た
。

大
学
生
（
女
性
）
の
方
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
「
私
は
学
校
の
授
業

で
も
日
本
の
被
害
（
広
島
・
長
崎

の
原
爆
）
に
つ
い
て
は
学

ん
だ
が
、
加
害
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り
深
く
学
ば
な

か
っ
た
。

こ
の
戦
争
展
で
被
害
と

加
害
の
両
面
か
ら
戦
争
は

し
て
は
な
ら
な
い
と
は
っ

き
り
と
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
こ
の
よ
う
な
戦
争
展
が

意
味
を
持
っ
て
く
る
と
思
う
。

戦
後
六
十
年
以
上
た
ち
、
だ
ん
だ

ん
と
戦
争
へ
の
意
識
が
う
す
れ
て
く

る
中
で
、
戦
争
は
し
て
は
い
け
な
い

と
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
」

と
記
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
二
十
代
の
女
性
は
「
靖
国
神

社
の
遊
就
館
の
資
料
が
興
味
深
か
っ

た
で
す
。
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。そ

し
て
、
地
域
の
戦
争
展
の
世

話
人
の
方
も
見
学
に
こ
ら
れ
、
お
互

い
の
経
験
交
流
も
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
戦
争
の
事
実
を
学
ぶ
た

め
に
、
様
々
な
資
料
を
集
め
て
、
毎

年
、
手
作
り
の
戦
争
展
を
継
続
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
協
会
の
平
和
・
不

再
戦
活
動
を
す
す
め
て
行

く
上
で
も
、
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

知
っ
て
る
？

『
十
五
年
戦
争
』

１
９
３
１
年
九
月
十
八

日
に
柳
条
湖
事
件
（
満
州

事
変
）
を
起
こ
し
た
日
本

府連通信

最終回・チベット鉄

道「冬季は氷点下２０

～３０度の世界」を２

頁に掲載しています。

中
国
で
は
「
三
光
作
戦
」
と
呼
ば

れ
て
恐
れ
ら
れ
、
「
従
軍
慰
安
婦
」

「
７
３
１
部
隊
」
「
強
制
連
行
」

を
は
じ
め
と
し
た
、
人
を
人
と
も

思
わ
な
い
行
為
が
続
け
ら
れ
た
。

柳
条
湖
事
件
か
ら
十
五
年
に
お

よ
ぶ
侵
略
戦
争
は
日
本
の
敗
戦
で

終
わ
っ
た
が
、
戦
争
の
傷
跡
は
被

害
者
の
心
と
身
体
に
深
く
刻
ま
れ

た
。
そ
し
て
、
侵
略
戦
争
の
反
省

に
背
を
向
け
た
日
本
政
府
の
姿
勢

に
よ
っ
て
、
戦
後
補
償
問
題
の
解

決
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
、
日
本
政

府
の
責
任
の
明
確
化
と
補
償
を
求

め
る
声
が
今
も
な
お
続
い
て
い
る
。

中
国
マ
ス
コ
ミ
は
改
革
開
放
に
よ
っ

て
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
ま
し
た
。

か
つ
て
の
中
国
マ
ス
コ
ミ
へ
の
評

価
は
、
共
産
党
の
宣
伝
・
上
意
下

達
機
関
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
権
力
に
よ
る
不
正
や

官
僚
主
義
、
イ
ン
チ
キ
商
法
な
ど

に
焦
点
を
当
て
る
よ
う
に
な
り
、

庶
民
の
大
き
な
支
持
を
得
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
話
題
に
な
っ

た
「
透
明
度
」
（
北
京
Ｔ
Ｖ
）
も

そ
の
流
れ
の
ひ
と
つ
で
す
。

人
気
番
組
は
莫
大
な
広
告
収
入

を
生
み
出
し
、
改
革
開
放
に
よ
っ

て
各
地
に
で
き
た
放
送
局
に
と
っ

て
は
貴
重
な
収
入
源
で
あ
り
、
視

聴
率
獲
得
の
た
め
つ
い
に
「
や
ら

せ
」
に
は
し
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
も
よ
く
似
た
状

況
で
す
。

最
近
、
中
国
食
品
の
安
全
問
題

が
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
改
革
開
放
に
よ

る
「
拝
金
主
義
」
が
根
底
に
あ
る

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
同
時
に
日

本
国
内
で
の
農
業
つ
ぶ
し
「
Ｎ
Ｏ

（
農
）
政
」
が
原
因
の
ひ
と
つ
で

あ
る
こ
と
も
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
に
追
随
し
た
日
本
政
府

の
食
料
政
策
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
結
果
、
今
や
日
本
の
食
料
自
給

率
は
４
１
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
２
０
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
効
率
の
み

に
よ
っ
て
輸
入
に
頼
り
、
し
か
も

現
地
で
買
い
叩
く
、
と
言
う
構
図

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

更
に
そ
れ
を
煽
り
、
『
安
全
、

安
心
』
と
言
う
食
品
の
基
本
を
置

き
去
り
に
し
て
、
徹
底
的
に
安
く

買
い
叩
く
日
本
商
社
に
も
問
題
が

あ
り
ま
す
。
中
国
は
今
、
急
激
な

経
済
成
長
下
に
あ
り
、
日
本
の
数

十
年
前
「
高
度
経
済
成
長
」
時
代

を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。
か
つ
て
日

本
が
歩
ん
だ
『
公
害
』
問
題
と
よ

く
似
た
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
温
家
宝
首
相
は
「
『
食

の
安
全
』
や
『
製
品
の
品
質
』
と

い
っ
た
問
題
は
人
々
の
健
康
に
関

わ
る
だ
け
で
な
く
、
製
造
者
や
国

の
評
判
も
左
右
す
る
。
問
題
解
決

に
全
力
を
傾
け
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
前
に
し
た
中
国
政
府
の
対
応
を

注
視
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
常
任
理
事
・
石
井
勉
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
入
り
豚
饅
事
件
と

中
国
食
品
の
安
全
問
題

は
、
傀
儡
国
家
「
満
州
国
」
を
建

国
し
、
１
９
３
７
年
七
月
七
日
の

盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
に
中
国

へ
の
前
面
侵
略
戦
争
を
開
始
し
た
。

こ
の
戦
争
は
２
０
０
０
万
人
を
こ

え
る
ア
ジ
ア
諸
国
民
、
３
１
０
万

人
に
お
よ
ぶ
日
本
国
民
が
犠
牲
と

な
っ
た
。

日
本
軍
が
行
っ
た
残
虐
行
為
は
、

宗景正写真展『祖国

よ』中国『残留日本人

孤児』はいまを２頁に

掲載しています。
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高
地
の
た
め
夏
で
も
朝
晩
の
気
温

は
氷
点
下
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
冬
季
は
特
に
防
寒
対
策

が
必
要
で
、
年
配
者
に
は
旅
行
は
進

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
無
い
よ
う
な
氷
点
下
二
十
～

三
十
度
の
世
界
、
そ
れ
も
シ
ベ
リ
ア

並
み
の
気
候
な
の
で
す
か
ら
重
装
備

が
必
要
で
す
。

気
候
に
合
わ
せ
て
、
入
場
料
は
観

光
客
の
大
変
少
な
い
冬
季
で
は
大
変

割
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。
十
一
月
～

四
月
末
ま
で
は
百
元
、
五
月
～
十
月

末
ま
で
は
三
百
元
で
、
平
均
的
な
宿

泊
費
用
は
一
泊
五
百
元
～
千
元
で
す
。

町
全
体
で
は
一
万
五
千
～
二
万
人
程

度
の
収
容
能
力
が
あ
り
ま
す
。
も
し

行
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
夏
期
を
お

勧
め
し
ま
す
。

ラ
サ
の
一
歩
手
前
に
琵
琶
湖
の
三

倍
ほ
ど
の
広
さ
の
ナ
ム
ツ
ォ
湖(

塩

水
湖)

が
有
り
、
ダ
ム
シ
ュ
ン
駅
が

最
寄
駅
で
す
。
最
近
湖
に
ご
み
な
ど

の
物
を
投
げ
た
り
、
文
化
の
違
い
か

ら
信
仰
心
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
行

い
が
多
く
な
っ
た
と
の
事
。
“
ナ
ム

ツ
ォ
・
ラ
モ
”
青
い
体
の
女
神
が
住

む
と
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
、
チ
ベ
ッ

ト
人
に
は
昔
か
ら
洞
窟
（
寺
院
）
で

修
行
を
し
た
聖
地
で
す
。

対
岸
に
は
ニ
ェ
ン
チ
ェ
ン
タ
ラ
ン

山
脈
の
雪
を
頂
い
た
姿
が
見
え
ま
す
。

又
、
頭
上
に
は
手
の
届
く
ほ
ど
の
高

さ
に
雲
が
浮
か
ん
で
い
ま
す
。

チ
ベ
ッ
ト
の
人
び
と
は
環
境
に
合

わ
せ
て
バ
タ
ー
茶
を
た
し
な
ん
で
い

ま
す
。
ヤ
ク
ー
牛
か
ら
取
っ
た
バ
タ
ー

と
お
茶
を
混
ぜ
た
も
の
で
す
。
高
地

で
す
か
ら
酸
素
が
少
な
く
、
夏
は
小

雨
で
脱
水
症
状
に
な
り
や
す
い
た
め

の
生
活
の
知
恵
と
し
て
、
水
分
補
給

と
栄
養
を
同
時
に
取
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
然
各
家
庭
に
よ
り
お
茶
や
塩

の
配
分
は
違
い
ま
す
か
ら
味
も
微
妙

に
違
い
ま
す
。
街
で
は
喫
茶
店
が
あ

り
紅
茶
に
バ
タ
ー
を
入
れ
た
安
い
お

茶
が
飲
め
ま
す
。

雄
大
な
高
原
や
湖
、
山
脈
そ
れ
に

チ
ベ
ッ
ト
文
化
を
写
真
で
な
く
直
接

見
た
い
と
！
一
度
は
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
昨
年
七
月
に
開

通
し
て
か
ら
一
年
間
に
、
日
本
人
は

六
万
人
近
く
も
行
か
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
最
近
日
本
が
失
っ
た
素
朴
な

環
境
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
旅
行

期
待
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
間
違
い
な
し

で
す
ネ
！

【
高
山
病
の
症
状
】

と
は
ど
ん
な
も
の
か
？

息
切
れ
、
動
悸
、
め
ま
い
、
頭
痛
、

吐
き
気
、
全
身
の
倦
怠
感
食
欲
の
減

退
等
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

対
策
は
す
ぐ
に
酸
素
補
給
を(

携

帯
酸
素
ボ
ン
ベ
が
便
利)

、
無
い
と

き
は
丹
田
呼
吸(

１
５
秒
か
け
て
息

を
吐
き
き
り
、
１
０
秒
か
け
て
横
隔

膜
を
押
し
下
げ
る
よ
う
に
鼻
か
ら
大

き
く
お
腹
を
膨
ら
ま
せ
る
よ
う
に
息

を
吸
う)

を
何
回
か
繰
り
返
す
。
ビ

タ
ミ
ン
剤
を
飲
む
、
散
歩
等
の
外
出

を
控
え
安
静
に
す
る
等
で
す
。

（
常
任
理
事
・
松
原
弥
寿
夫
）

最
終
回

青
蔵
鉄
道

冬
季
は
氷
点
下
二
十
～
三
十
度
の
別
世
界

太
極
拳
教
室
案
内

府
連
教
室

開
講
中

な
ん
ば
府
立
体
育
館
な
ど

月
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

西
支
部
教
室

開
講
中

北
ス
ポ
ー
ツ
・
東
梅
田
体
育
館

木
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

守
口
教
室
・
第
一
中
学
体
育
館

金
曜
日
・
午
後
七
時
か
ら

守
口
東
部
教
室
・
東
部
公
民
館

土
曜
日
・
午
後
一
時
か
ら

富
田
林
教
室

開
講
中

富
田
林
市
立
総
合
体
育
館

水
曜
日
午
後
六
時
四
五
分
か
ら

詳
細
は
府
連
事
務
局
ま
で

０７”「太極拳まつり」
秋に（京都）石清水体育館で開催
表演はアレンジやお祭り的要素の出し物もＯＫ

です。普段やっている教室の練習種目をそのまま

やってもらうのも大歓迎です。西支部主催です。

場 所 石清水八幡宮研修センター体育館

日 時 2007年10月27日(土)～28日(日)

詳細・連絡先：大阪府連06-6372-8131

宗
景
正
写
真
展

『
祖
国
よ
』
・

中
国
『
残
留
日
本
人
孤
児
』
は
い
ま

凍
て
つ
く
中
国
の
大
地
に
取
り

残
さ
れ
、
侵
略
者
の
子
供
と
し
て

苦
難
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
人
び

と
、
祖
国
日
本
へ
の
帰
国
が
始
ま
っ

て
二
十
余
年
、
彼
ら
は
今
ど
の
よ

う
に
暮
ら
し
て
い
る
の
か
、
関
西

に
住
む
二
五
人
の
「
残
留
孤
児
」

の
今
を
切
り
取
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
、
写
真
展
が
八
月
十
五
日
か
ら

二
十
日
ま
で
、
大
阪
駅
前
第
２
ビ

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
フ
ロ
ア
ー
で
は
連
日
「
１

９
４
５
『
満
州
』
に
取
り
残
さ
れ

た
夏
、
そ
の
時
私
は
・
・
・
」
を

テ
ー
マ
に
中
国
「
残
留
日
本
人
孤

児
」
ご
本
人
が
当
時
の
状
況
や
生

い
立
ち
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

写
真
に
写
っ
て
い
る
七
十
代
男

性
の
方
は
、
終
戦
後
の
開
拓
団
の

過
酷
な
逃
避
行
の
な
か
で
、
一
緒

に
い
た
家
族
が
全
員
な
く
な
り
、

子
供
だ
っ
た
自
分
ひ
と
り
だ
け
が

助
か
り
流
浪
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

中
国
人
の
養
父
母
と
出
会
い
育
て

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
苦
労
し
て

シ
ャ
ツ
の
仕
立
て
の
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
日
本
へ
帰
国
後
は
仕

事
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
自

分
で
努
力
し
て
、
繊
維
商
社
に
入

社
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
国
は
全

く
仕
事
の
紹
介
を
し
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
日
本
語
の
習

得
も
な
か
な
か
大
変
で
苦
労
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
兵

庫
の
孤
児
裁
判
で
も
原
告
団
の
一

員
と
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

神
戸
地
裁
で
は
、
み
ん
な
の
運

動
の
力
で
勝
利
判
決
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国
は
い
ま
だ
に
謝
罪
し
て
い
な

い
こ
と
に
対
し
て
怒
り
を
お
ぼ
え

ま
す
。

先
日
、
政
府
が
作
成
し
て
き
た

「
支
援
策
」
で
も
残
留
孤
児
の
収

入
認
定
な
ど
に
も
問
題
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

写
真
展
と
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ

た
残
留
孤
児
の
方
々
の
お
話
し
を

聞
く
会
に
は
、
若
い
人
も
含
め
て
、

多
く
の
参
加
者
が
、
過
酷
な
体
験

を
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。


